


































































































































発着年月など 発着地など 使節名 著者名 書名
即位年 2月 漢城出発 告訃請溢承襲使 李好閲（正使） 『燕行録」
元年 2月 漠城出発 謝恩使 許箔（書状官） 『己酉西行録』
元年 8月 北京で朝賀 千秋使 柳夢寅（正使） 『朝天録」
2年5月 漢城出発 聖節使 黄士祐 『朝天録』
（正使？）
2年8月 漠城出発 冬至使 鄭士信（副使） 『朝天録』
3年6月 漢城到着 冬至兼奏請使 李眸光 『続朝天録』
（闊肘吏？）
3年12月 北京で朝賀 賀長至節使（？） 李尚（相） 『辛亥朝天録』
毅（正使）
5年 5月 漠城出発 聖節使 鄭弘翼 『燕行録」
6年4月 漠城出発 千秋兼謝恩使 金中清 『朝天録」
（書状官）
8年11月 漠城出発 冠服奏請使 李廷亀（正使） 『丙辰朝天録』
9年4月 漠城出発 冬至使 李尚吉（正使） 『朝天日記』
11年7月 北京より馳啓 謝恩使 李弘冑 「使行日記』
12年4月 漢城出発 奏聞使 黄中允 『西征日録』



































































































































































































































が、それを廃止し、内容に基づいて、巻 1「人倫」、巻 2 「宗教」、































































































































































































































































































































































































































































































































や許鉤以外にも、 朝天使の一 員として北京の地を踏んだ士大夫によ 
って、 漢訳西学書がもたらされた可能性はある。 しかし、 漢訳西学 
書を読み、 その内容に衝撃を受けて、 天文観や世界観の転換までに 
昇華させた知識人を輩出させるまでにはいたらなかったのではなか
ろうか。 光海君時代が「仁祖反正」によって終わりをつげ、 新たに 
仁祖の代が始まるや、 朝鮮に伝わる漢訳西学書は、 その数は当然の 
ことながら、 種類も多岐を究めるようになる。 それら漢訳西学書に 





によれば、 その数を 18種とし ており、 Aloys Pfister, Notices
biographiques et bibliographiques sur les Jesuites de l'ancienne mission
de Chine. 1552-1773. 2vols Chang-hai,1932-34 (前半の部分の中国語訳と
してi馬承鈎訳『入華耶蘇会士列伝』がある）では2冴璽を掲載している。
(2)山井湧「明末清初における経世致用の学」（『明清思想史の研究』東大
出版会、 1980年）。 葛谷登「ヴァニョ ーニと『天主教要解略』」（『明清は























































































































































































































啓2年 (1622) と崇禎1年 (1638)に宜教師の国外追放と天主教禁止策
が打ち出されるが、本論との関係で述べれば、万暦44年当時の中国に起
こった反天主教的政治状況を柳夢寅が果たして聞知することができたか
ということである。これまでそれを証拠立てる史料を見つけることはで
きないが、推測するに柳夢寅にとってそうした中国国内の情勢を知る機
会はなかったのではないかと考えている。
(29)「天下図」とは、中国を中心にして、その周辺に「日本」や「琉球」
など実在する国以外に、『山海経』に掲載する国名などを記載した円形
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朝鮮光海君時代の儒学者が見た漢訳西学書
の世界図である。 17世紀頃、忽然と朝鮮社会に流布するようになり、士
大夫は勿論のこと、一般の庶民までもが所持したようで、現存する「天
下図」の所蔵は数え切れないほどである。且つ種類も多い（呉尚学「朝
鮮時代の世界地図と世界認識」『地理学論叢』別号43、2001年、ソウル、
163-226頁参照）。「天下図」は、当該時期における朝鮮人の世界観や地
理観を窺う上において、格好の史料となるであろう。「天下図」の生成
とその展開の過程については稿を改めて検討したい。
(30)前掲の仁祖2年 (1624)の姜弘重『東槌録』には、 1月2日の条（下
関滞在中）で、細川忠輿の妻について言及している部分がある。その内
容は、細川忠興が関ヶ原の戦いにおいて徳川家康側に加担しないように
するため、豊臣秀頼側が忠興の妻を人質にしようとしたが、結局、忠興
の妻は自害してしまった、というものである。こうした忠興の妻に対し
て姜弘重は、「烈女」なりと、賛嘆している。話しの史実について、こ
こでは問わないが、誰が姜弘重にこうした話しをしたのであろうか。順
当に考えれば、対馬藩の朝鮮語通詞が話したという事になろうか。話し
の中では忠興の妻としか名前は出ていないが、周知の如く、彼女はキリ
シタンの細川ガラシャである。朝鮮語通詞がそこまで話していれば、姜
弘重もそれを書き残していたであろう。それにしても、細川ガラシャの
自害は、使臣来航の叫年前のことである。小西行長とは関係のない逸話
であるが、朝鮮側から「キリシタン」について問われた際に、対馬藩士
が40年近くも前のキリシタン大名小西行長のことを話題に出したとして
も不思議ではないのではないかと考えている。
(31)許箔の使行日記については、光海君元年のものが『己酉西行録』とし
て現存しており、前掲『燕行録全集』第13巻に収録されている。
（付記）本稿は科学研究費補助金基盤研究 (C)課題番号20520614にもとづ
く研究成果の一部である。
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